
甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 武平峠から御在所岳

●第7回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

７日㈬、12日㈪
19日㈪、26日㈪

5月の
休園日

n

コアブラツツジ　　　

n

ヒメイチゲ

　滋賀県と三重県の境には、鈴鹿山脈が南北に続きま
す。南部一帯の主稜線は花崗岩地帯で、武平峠から御
在所岳への尾根道は風化が進み、ガレ場の多い登山道
です。この地帯は、土壌の養分が乏しく、また崩れや
すいのですが、多数のツツジ科の植物が咲きそろうツ
ツジの名所です。
　春、山麓にコバノミツバツツジ、モチツツジ、ヤマ
ツツジが咲き出し、日を追って花は山を登り、尾根道
にアカヤシオ、シロヤシオ、ベニドウダン、サラサド
ウダンなどが咲き、花のトンネルをつくります。これ
らのツツジ科の植物の中でもコアブラツツジ、コメツ
ツジは絶滅が心配される貴重な植物です。
　高山の針葉樹林内などに生える草丈５～15ｃｍのヒ
メイチゲも尾根地帯で確認されていますが、絶滅危惧
種です。

　西側の山地を流れ出る水は野洲川となって琵琶湖に
注いでいます。御在所岳の山塊には深い谷があり、ナ
ガレヒキガエルやイワナ、ムカシトンボなど貴重な生
き物のすみかになっています。
　５月の御在所岳は濃緑色の針葉樹、黄緑色の木々の
新芽に彩られて、淡紅紫色のアカヤシオをはじめとす
るツツジの仲間が咲き、美しい季節をむかえます。
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シ
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個
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整
を
平
成
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年
３
月
１

日
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月
14
日
ま
で
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許
可
期
間
内
で
関

係
機
関
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も
と
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し
ま
し
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。

　

今
年
度
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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平
成
19
年
度
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
状
況
の
よ

う
に
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
頭
数
が
平
成
18
年

度
の
５
頭
に
比
べ
、
平
成
19
年
度
に
は
23
頭

に
増
え
て
い
ま
す
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ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
は
捕
獲
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
侵
入
跡
を
見
つ
け
ら
れ
た
り
、
屋
根
裏

で
大
き
な
音
が
聞
こ
え
た
り
し
た
ら
、
鳥
獣

害
対
策
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
狩
猟
免
許
所
得

に
対
す
る
補
助
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
を
有
し
、新
規（
更
新
を

除
く
）に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
人

条
件
…
一
人
一
回
限
り
。申
請
は
当
該
年
度

の
試
験
に
限
る
。

申
請
…
申
請
受
付
期
間
は
、狩
猟
免
状
が
交

付
さ
れ
る
11
月
中
。

　

○
補
助
額
、提
出
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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水口 新城、南林口、
酒人、北内貴、
貴生川、虫生野、
虫生野中央

土山 瀬音、頓宮
甲賀 神保、隠岐
甲南 池田、宝木、

深川市場、
希望ヶ丘、稗谷、
寺庄、野尻、
竜法師、野川

信楽 多羅尾
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